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一
般国道 286号 笹谷 トン ネル エ 事に つ い て

か ね 　 　 　 　 　 　 こ

金　　子 勢

1． は じ め に

　 通称笹谷街道と よばれ る一般国道 286号 は，明淌の 初め

まで は 山形地方か ら太平洋岸 に 通ずる 主要な街道と し て 栄

え た もの で あ る 。 明治 15年 に 旧関 山 ト ン ネ ル が 開通 し た た

め 関山街道が こ の 笹谷街道に代わ っ て 山形 と仙台を結 ぶ 重

要 な道路 とな りほ とん ど 利用 され な く，現在に 至 っ て い る 。

　 しか し最近 に な っ て こ の 路線 は ，山形市 と 仙台市を結 ぶ

最短距離に あり， あわせ て 東北縦貫 自動車道 の 開通 に よ り，

山形 と首都圏を最 も短時間 で 結ぶ こ とが で き る こ と か ら改

築 の 要望 が 急激 に 強 ま りこ の た び着 工 の 運 び と な っ た もの

で あ る 。 また ， こ の 路線 は東北縦貫 自動車道村田 J．T ．よ

り ， 山形市 を経 て 日本海側 の 鶴岡市 ， 酒 田 市 に 通 じ る横断

自動車道酒 田線と して 指定され ，

一
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命令が出 され て い るが ， 直轄工 事で 施 工 して い る こ の 笹谷

トン ネ ル も，将来は 高速横断 道路 と して 使 用 可能 な道路構

造に よ り改築を進 め て い る。

　国道 286号は全長 63．1km で あ り，宮城，　 lU形 両 県 の

手 に よ っ て
一次改築に着手 し，以 来順次そ の 整備 が 進 め ら

れ て 来 た 。 昭和45年 に一
般国道に 昇格，昭和46年 か ら直轄

で 調査に着手 し，当山形工 事事務所 が担当す る こ とに な っ

た 。 ま た ， 昭和48年度 か ら県境 を 中心 に 笹谷 ト ンネ ル を含

む 6．7km の 工 事 に着手 したもの で あ る 。

2． 計 画 概 要

　この 6．7km 区間の 現道状況は，最急 コ ウ配 10％，曲線

数 253 箇所 （うち R 〈50が 125 箇所）とい うヘ ヤ
ーピ ン の

連続で 計画延長の 約 2 倍強の 15・gkm に も及 び ， 笹谷峠の

頂上 の 標高は 905m で あ る。こ の た め冬期間 は交通不能 と

な り，夏期で も大型車通行止 め と な っ て い る 。

　新計画 で は こ の 峠に笹谷 トン ネ ル 延長 3，385皿 を設け る
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こ とに よ り，標高を 610　m ま で 下げ延長 も前記 の よ うに

6．7km に 圧縮す る こ とで 太平洋岸 と 目本海岸 を結 ぶ大動

脈 に し ， 冬期交通 の 確保 を図 る もの で あ る。そ の 構造基準

お よび計画 と現道 の 比較 は 表
一 1 ， 2 に 示 す とお りで あ る 。

　換気 お よび 防災設備計画は ， 笹谷 トン ネ ル が横断道酒 田

線の
一

部 と して 使用され る とす れ ば ， 昭和 60年交通量が

　　　　　　　　　　 21，000台ノ日 と推定 され，そ の 時

　　　　　　　　　　 点で は， 4 車線の 上 下 線を区分 し

　　　　　　　　　　 た 双設 トン ネ ル と考えられ る の で ，
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現在着手 し て い る トン ネ ル は ， そ

の
一

本 とい う前提 で 考 えた 。

　換気計画 は 3 分割送気型半横流

式 で 検討され，西坑 口 に 換気塔を

設置 し ， 将来交通量 の 増加 に見合

わ せ て 立坑 に よ る 地下換気所も計

画 され て い る。両坑 口換気塔 は路

上式で 計画する。
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　照明設備は 設計基準照度 を60ル ッ クス とす る が当面 は 30

ル ッ クス で施 工 され 夜間 は50％の 減灯 を考 え て い る 。 灯 具

は ナ トリ ウム 灯を使用す る 。

　防災設備 と して は，非常用施設の 設置基準 か らA 区 分 に

属 す るの で，「
非常警報装置 」

「通報装置」
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表一3　 トン ネル 防災設備

設 備 項 目

照　明　設 　備 基本部 5．5皿 　間隔 1．212灯 坑 口 9％ 灯

非 常 用 設 備 非 常駐 車帯

　内併用方向転換所

5 箇所

2箇所

防　 災　設　備 非常警報設 備

　 道路fff報板

通報設 備

　 押 ボ タ ン 71個 　火 災感知器 564個　電話器 36台
消火設備

　 小型消火 器 142　大型消火器 2　消火筐 89

　 消火ポ ン プ 1 水 噴霧 （自動弁）141

換 　気　設　備 3 等分 割　半横流式

　 坑口換気所 （路上式天上送 気型）

　 中央換 気所 （地 下 式立 坑）

　 送 風 機　横型軸流送風機

21

計　 測　設 　備 VI 計 3台 　CO ｝，　 3 台

交通量測定 装置 　　　　　　1基

監視用テ レ ビ　　　　　　 18台

…　 副 拡声装置

出 口誘導案 内灯

讐離麺察灯｝

67灯

IQ灯

命 §

6．DiI

図一5　非常駐 車帯の 平面構造お よび 標準断面図

器」 な どを 設置す る こ とに な る 。 ま た，火災時 の 排煙設備

に つ い て も現在検討中で あ る。

　避難設備 と して ， 非常駐 車帯は ， 延長30m ， 幅員 3m の

平面構造 と し， 車両 の 走行障害を防ぐため均等に 5 箇所千

鳥配置 とする 。 方向転換所 と し て は ， 上記駐車帯 と併用 し

て 2 箇所設置す る が，その うち 1 箇所 は 将来立坑地下換気

所 に接続す る。方向転換所 は，延長15m ，幅員 6m で あ る。

　今後検討事項と して ，管理体制な ど残 っ て い るが ， 計画

の 概要 は，以上の とお りで あ る 。

3．　 ト ンネル の地質

　笹谷峠付近 の 地質 は ， 宮城県側に は 新第 三紀層 が主体に

分布 し ， 山形県側 は 中世代 の セ ン 緑花 コ ウ岩類が分布 して
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写真
一1　非常駐車帯付近の ま きた て

い る ， ま た そ の 上 に 第四 紀層 の 安山岩類 に 大別 され る が，

ト ン ネル 計面高で は，安山岩類 は直接関係 して い な い 。

　新第 三 紀層 は 層厚 300m 以上 に達す る 火山性 の タ イ積物

を主体 と し，こ れ に 泥岩をは さむ もの で，トン ネ ル 掘削上

問題 とな る地質は ， 流紋岩質 の 自破砕溶岩と緑泥岩を多量

に含む浮石質凝灰岩の 二 種類で ある 。 浮石質凝灰岩層 は ，

ト ン ネ ル 中央部付近 で トン ネル 計画高 に そ っ て 出現す る。

ま た，熱水変質を受 け軟弱 とな っ て危険性が あ る 。

　新第三紀層 と中世代花 コ ウ岩の 境界 は 断層 ま た は 不整合

が あ り大き な 弱線とな っ て い る。そ の 線に そ っ て 多量 の 湧

水 が あ る 。 特 に 当初予定 の 立 坑付近 の 仙人沢 に は 大きな破

砕帯 が あり立 坑の 位置を変更 した 。

　山形県側 の タ イ積岩類は ，下か ら流紋岩，緑色凝灰岩，

泥岩 ， 凝灰岩 ， 泥岩の 互層 で ， 背斜 ， 向斜構造 に よ り同一

層の 繰返 しで 出現 し て お り， その 境界で は破砕変質を受 け

て 多量 の 湧水があ っ た。坑 口付近 で は，特 に岩脈 の 貫入 と

破砕帯に な り花 コ ウ岩類 は マ サ 化 され て い た 。

4，　 工 事 に つ い て

　笹谷 トン ネ ル 工 事 は，昭和48年 11月 1H か ら，宮城側 ト

ン ネ ル 延長 1，665m と道路 分 を含 め て 第
一

工 事，山 形 側 ト

ン ネ ル 延長 1，　720m と道路分を入れて 第二 工 事と して着工

され た。長 い トン ネ ル と前述の 地質お よび湧水 の 関係か ら ，

導坑先進上部半断面 を採用 し ， ズ リの 搬出 な どは レ ー
ル 方

　　 ［i：≡≡｝花 コ ン セ ン 緑 岩

　　 匝 1流　 紋　 岩　 類
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図
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式 と した 。

　第一工 事 は 当初48年 か ら50年 ま で の 3 か 年国庫債務負担

工 事 と し て 着手 し た が ，前述 の とお り，凝灰岩，泥 岩 の 互

層 が大部分 で 比較的順調 に 底設導坑，上部半断面 と掘 削で

きた。そ の 後 ， 総需要抑制 な どの あお りで ， 50，51年度の

新規国庫債務工 事 を増工 し た が ，大背，側壁 な どを約 480

m 残 し て 8 月中に現契約分 の 工 事を完了 し て い る 。

　掘削 は A か らD 種 ま で の 分類 と し，上半 の 支 保 工 は ，

150H お よ び200H を使用した 。 巻立 の ス ラ イ デ ィ ン グホ ー

ム は 12m の もの で
一

般的な施 工 で あ る 。 前述 の 立坑予定地

付近 で は，約 110m の 浮石 質凝灰岩に 合 い 上 半 の 掘削が 2

交替で 90cm と い う目が続い た 。こ の よ うな地質の た め立

坑位置 を変更 した 。

　第二 工 事 も第
一と同 じ着手 で あ る が，坑 口 予定地 まで の

切土 工 事 に転石 とマ サ と湧水 に 苦 しめ られ トン ネ ル 本体 の

着手は，49年 7 月 か らとな る。上記地質の た め 明 り切土は

ノ リ崩れ が発生 し ノ リ面か らの 湧水 も多く， 坑 口 右上部 に

は現道も走っ て い る関係か ら，側壁導坑先進 と し上部半断

面 は リ ン グカ ッ ト方式 で掘削する。その 延長は 188m で あ

る 。 そ れ か ら奥は第一工事と同じ工法で底設中央導坑とし

て 掘削 し，上部半断面 も導坑に 引き続き施工 され た 。 花 コ

ウセ ン 緑岩 に 貫入 し て い る 流紋岩，緑色凝灰岩な どの 境界

で は，粘土 ，
マ サ化 し た 破砕帯 となる 地質の 繰返 しで大き

な トラ ブル はなか っ た 。

　湧水 は 上記 の 割れ 目に そ っ て ，毎分 5t 前後切羽 と と も

に移動して出水 した。この た め切羽か ら 150m くらい は常

に土砂降り とな り作業員 も苦労 した。特 に 冬期 の た め 坑外

で は 凍結 す る とい う苛酷 な 条件 で あ っ た。ま た，トン ネ ル

の 下流側 に は，養鱒場が数多く あ り，さらに上水道 の 取水

口がある た め 作業中の 汚濁水を そ の ま ま河川 に放流で きず

その 処理を坑 口 で 集水 させ ，φ300 の 鋼管で 沈 殿池 に 引水

し沈殿 させ た もの を約 7km 下 流 ま で導水 して取水 口 の 下

流 で 放流 し た。

　50年 9 月 4 目，第
一

工 事 と第二 工 事 の 導坑は 山形側 か ら

1，720m の 地点 で 無事貫通 した 。貫通点 か ら1001nの 山形側

で 花 コ ウ岩類 と凝灰 岩 の 境界に お い て は掘削後 1 週 間 ぐら

い で 盤ぶ くれ が発生 し，導坑支保工 の 補強や仮巻 コ ン ク リ

ートを施工 して い る。将来は イ ン バ ートを施工 し，盤 ぶ く

れを防止 す る予定 で あ る 。 こ の 工 事 も第
一

工 事 と同 じ く8

　　　　　　　　　 月中に は 現在契約分 の 工 事を終わ り，

　　　　　　　　　 52年度以降に 上部半断面 192m ，側壁

　　 1，100m を残 し て い る 。 48年度 か ら

　　 51年度まで 全体事業費 の 約30％ を使

　　 い ， トン ネ ル 本体 の 工 事 は大半見通

　　　し が つ い て 来た と こ ろ で ある 。 今後

　　 工 事 の 主体は ， 管理施設 に移 っ て行

　　 き ， 55年度末 に は供用 の 予定で あ る。

　　　　　　　　　　　　　　　　（原稿受理 　1976。8．　27）
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